
食餌の推奨を行う

栄養評価の構成要素

栄養は、健康に寄与する最も重要な因子の 1 つで
す。ペットの健康で長生きな生活と、一部の健康問題
のリスクの低減に役立ちます。栄養評価は、必要に
応じて何度も行うことで、ペットの適切な栄養摂取の
確保に役立ちます。

栄養学的・臨床的評価ツール

キーメッセージ

  �ペットの栄養状態は、ペット、食餌、給餌管理という 3 つの相関因子によって決まります。これらの因子は経時的に
変化するため、各変数の再評価が必要になります。

  �動物固有の因子には、ペットの種、年齢、ライフスタイル、健康が含まれます。ペットの栄養状態を判断し、食物アレ
ルギーのリスクや食餌感受性の健康状態の存在を同定するために鍵となるのは、入念な身体的検査と栄養評価で
す。

  �食物固有の因子は、ペットの栄養必要量に対する食餌の栄養成分を表します。完全な食餌歴と現在の食餌の栄養成
分の評価は、ペットの食餌の大きな偏りを同定するのに役立ちます。

  �給餌管理因子には、ペットの給餌の量、頻度、タイミング、場所、方法が含まれます。また、環境因子には、空間や周
囲環境の種類（競合的な食環境、適切な環境刺激がないことなど）が含まれます。

  �ペット、食餌、給餌方法、環境因子は、多くの理由で変わることがあります。再評価は、必要に応じて何度も行うこと
で、ペットが適切な栄養を摂取できるようにします。
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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